
く
ち
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な
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、
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み
ま
し
ょ
う

特
集

〜
口
腔
外
科
で
診
る
粘
膜
の
病
気
〜

こ
こ
ろ
・
カ
ラ
ダ
・
暮
ら
し

口
腔
ケ
ア
で
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防

人と心に響き合う
清恵会グループ広報誌

ご自由に
お持ちください
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口
腔
（
こ
う
く
う
）
外
科
と
い

う
診
療
科
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

口
腔
は
、
通
常
「
こ
う
こ
う
」
と

読
み
ま
す
が
、
医
学
会
で
は
慣
例

読
み
と
し
て
「
こ
う
く
う
」
と
い
い

ま
す
。
口
腔
と
は
、
ご
く
簡
単
に

い
う
と
、
口
の
中
の
こ
と
。
唇
か
ら

喉
ま
で
の
空
間
を
指
し
ま
す
。

さ
て
今
回
は
、
私
た
ち
の
口
の
中

を
じ
っ
く
り
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

12

化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
完
治
さ
せ
る

た
め
に
は
、
初
期
の
段
階
で
見
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

歯
磨
き
チ
ェッ
ク
は
し
て
も
、
舌
や

唇
の
内
側
ま
で
じ
っ
く
り
と
チ
ェ
ッ
ク

す
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
日
頃
か

ら
自
分
の
口
の
中
を
見
て
正
常
な
状

態
を
知
っ
て
お
け
ば
、
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
何
か
異
常
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
の
中

の
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。

皆
さ
ん
は
、
歯
が
痛
く
な
っ
た
ら
歯

医
者
さ
ん
へ
行
き
ま
す
ね
。
一
口
に

歯
医
者
と
い
っ
て
も
一
般
歯
科
か
ら
、

歯
並
び
の
治
療
や
審
美
的
な
治
療
を

行
う
矯
正
歯
科
、
子
ど
も
の
歯
を
専

門
に
治
療
す
る
小
児
歯
科
、
そ
し
て

口
腔
外
科
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
口

腔
外
科
は
、
歯
科
の
一
分
野
で
あ
る

と
同
時
に
外
科
の
一
分
野
で
も
あ
り

ま
す
。
一
般
歯
科
が
主
に
虫
歯
や
歯

周
病
の
治
療
を
行
う
の
に
対
し
て
口

腔
外
科
は
、
例
え
ば
親
知
ら
ず
な
ど

少
し
大
変
な
抜
歯
、
口
の
中
の
で
き

も
の
、
転
ん
で
歯
が
折
れ
た
、
あ
ご
の

骨
が
折
れ
た
、
口
唇
裂
、
口
腔
が
ん

な
ど
に
対
し
て
外
科
的
治
療
を
施
し

ま
す
。

ま
た
、
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
く
、

舌
が
ヒ
リ
ヒ
リ
と
痛
む
、
口
内
炎
が
ひ

ど
い
、
と
い
っ
た
症
状
に
内
科
的
治
療

を
施
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
意
外
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
び

き
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
も
口
腔

外
科
で
診
察
し
ま
す
。

今
回
は
「
口
腔
外
科
で
診
る
粘
膜

の
病
気
」

―
つ
ま
り
、
口
の
中
の

歯
以
外
の
柔
ら
か
い
部
分
に
発
症
す

る
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。

お
な
か
が
痛
い
。
胸
が
苦
し
い
。
お

か
し
い
な
、
病
気
か
な
？　

そ
ん
な

と
き
は
、
病
院
で
診
て
も
ら
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
な
ど
を

使
っ
て
検
査
を
し
ま
す
。
体
の
中
を

見
る
の
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
口
の
中
は
簡

単
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院

に
行
か
な
く
て
も
、
自
分
で
チ
ェッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
病
気
で
も
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
原
則
。
病
気
を
悪

口腔内のセルフチェック方法

く
ち
の
な
か
を
、

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う

特
集

〜
口
腔
外
科
で
診
る
粘
膜
の
病
気
〜

くちのなかを、のぞいてみましょう ～口腔外科で診る粘膜の病気～

上唇小帯
 じょう しん しょう たい

 は

歯

 こう がい すい

口蓋垂

 し にく

歯肉

 か しん

下唇

 か しん しょう たい

下唇小帯

 ぜつ しょう たい

舌小帯

 した

舌

 こう がい へん とう

口蓋扁桃

 なん こう がい

軟口蓋

 こう こう がい

硬口蓋

 じょう しん

上唇

特
集

歯
科
と
口
腔
外
科
は
、

ど
う
違
う
の
？

口
の
中
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う

自
分
の
口
の
中
を

知
る
こ
と
が
大
切

❶ 口を「いー」にして、上下の唇の内側＆
前歯の歯茎をチェック！

❷ 口を「あー」にして、左右の頬の内側＆
奥歯の歯茎をチェック！

❸ 歯茎の内側をチェック！

❹ 上あごの内側をチェック！

❺ 舌を「べー」として、舌の
表 面と左 右 の 側 面を
チェック！

❻ 舌の裏側もチェック！

鏡の前に立って、
あるいは大きめの手鏡を持って、
明るい場所で行ってください。

岩﨑  早苗
清恵会病院　歯科口腔外科
医長　歯科医師

2005年、大阪大学歯学部卒業。
同大学第一口腔外科入局。
2010年、大阪大学大学院歯学研究科卒業。
2010年～ 2012年、旧市立堺病院（現堺市
立総合医療センター）での勤務後、大阪市
内の総合病院歯科口腔外科での勤務を経
て、2017年4月より清恵会病院歯科口腔外科
医長として入職。

▲正常な舌
全体は薄いピンク色で、
表面は白くザラついた
状態です。
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口腔外科で診る粘膜の病気

参考：ホームページ「口腔外科相談室」公益社団法人 日本口腔外科学会

歯肉膿瘍
 し にく のう よう

智歯周囲炎
 ち し しゅう い えん

くちのなかを、のぞいてみましょう ～口腔外科で診る粘膜の病気～特
集

口の中は小さな空間であるにもかかわらず、驚くほど多くの口腔疾患があります。ここでは、その一部をご紹介します。

歯茎や歯と歯の間の歯肉に菌が
入って化膿している状態です。
うみがたまっているため、ぶよぶよ
とした感触があり、強い痛みを伴
います。悪化すると首のリンパ節が
腫れることもあります。

智歯とは親知らずのこと。その周囲
に起こる炎症です。
親知らずが生えてくる20歳前後の
時期に多く見られます。
腫れや痛みがあり、悪化すると水
を飲むことも難しくなります。

腫れが見られる疾患

黒毛舌
 こく もう ぜつ

悪性黒色腫
 あく せい こく しょく しゅ

文字通り、舌に毛が生えたように
黒くなった状態で、細菌の繁殖な
どで起こります。
抗生剤を長期間服用していたり、
口の中を不潔にしているとなることが
あります。
悪い病気ではありません。

悪性腫瘍で、上あご（硬口蓋）や
上あごの歯肉の他、下あごの歯肉
や頬の粘膜にも発症します。
50歳以上の人に多く見られます。
通常、黒褐色ですが、暗赤色や
黒青色の場合もあります。

黒い変化が見られる疾患

白板症
 はく ばん しょう

口腔カンジダ
 こう くう

頬の内側や舌、ときには歯肉に表
れる白い角化性の病変で、こすっ
ても剥離しないものをいいます。
前がん病変であり、5～ 20％程度
ががんになるとされています。
痛みはありません。

口の中に常在しているカンジダという
真菌によって起こる感染症です。
体調不良や免疫力が低下したとき
などに現れることがあります。
粘膜の痛みや味覚障害が出ることも
あります。

白い変化が見られる疾患

紅板症
 こう ばん しょう

正中菱形舌炎
 せい ちゅう りょう けい ぜつ えん

紅色肥厚症（こうしょくひこうしょう）と
も呼ばれ、舌や歯肉などに起こりま
す。
50歳以上の人に多く見られる疾患
です。
前がん病変とされ、5割前後が悪
性化するといわれています。

舌の表面のやや後方に、菱形の赤
い病変が見られる状態です。
炎症という名称ですが真の炎症で
はなく、カンジダ症に関連していると
いう見解もあります。二次的な炎症
などがなければ、基本的に治療の
必要はありません。

赤い変化が見られる疾患

口腔がん
 こう くう

　口の中に発症するがんです。部位によって、舌がん、

口腔底（舌の裏）がん、歯肉（歯茎）がん、硬口蓋（上あ

ご）がん、頬粘膜がんなどがあります。舌がんが最も多

く、口腔がんの約6割を占めるとされています。

　日本人の2人に1人が、がんになる時代です。口腔

がんも近年は、1年間に約7000人がかかり、約3000

人が亡くなっています。臓器系のがん

とは違い、口腔がんは“見えるがん”

であるにもかかわらず、初期は自覚

症状もほとんどないため見過ごされ

がちです。日頃から口の中を注意し

て見てみましょう。

口腔がん セルフチェック

気になるようであれば口腔外科などを受診しましょう。

□白い斑点や赤い斑点がある。

□治りにくい口内炎や、出血しやすい傷がある。

□盛り上がったできものや、固くなったところがある。

□あごの下と首の脇に腫れがある。

□食べたり飲みこんだりがスムーズにできない。
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ワンポイント 口腔ケア

清恵会病院の歯科口腔外科

口の中をいつも清潔にして、
口腔トラブルを予防しましょう。

5

くちのなかを、のぞいてみましょう ～口腔外科で診る粘膜の病気～特
集

　口腔外科を専門としており、紹介状により幅広く患者様を受け入れ、外来
診療ならびに入院管理下での治療や全身麻酔手術にも対応しております。
　また、入院患者様を対象に周術期口腔機能管理・口腔ケアを行い、手
術に際しての合併症の予防や早期の全身状態回復に注力しています。
　ドライマウス（口腔乾燥症）や呼吸器内科からの紹介で睡眠時無呼吸
症候群の治療も行います。

医
の
最
前
線
か
ら

第
三
十
一
回

遠 所  瑞 拡
清恵会病院  形成外科  医長

2000年、近畿大学を卒業。近畿大
学医学部附属病院形成外科へ入局。
2006年、近畿大学大学院医学研究
科を卒業（医学博士）。
2007年～ 2013年、近畿大学医学部
附属病院形成外科病棟医長。
2008年、日本形成外科学会形成外
科専門医を取得。
2015年、清恵会病院 形成外科医長
として入職。

清
恵
会
病
院
の
形
成
外
科
で
は
、

主
に
皮
膚
外
科

―
ほ
く
ろ
や
皮
下

に
で
き
た
腫
瘍
の
切
除
、
顔
面
骨
骨

折
の
治
療
、
褥
瘡
（
床
ず
れ
）
や
潰

瘍
な
ど
の
皮
膚
欠
損
部
に
対
す
る
治

療
、
眼
瞼
下
垂
（
ま
ぶ
た
が
下
が
る

状
態
）
や
陥
入
爪
（
爪
が
皮
膚
に
食

い
込
む
状
態
）
な
ど
の
治
療
、
手
術

や
病
気
で
失
わ
れ
た
組
織
の
再
建
な

ど
を
行
い
ま
す
。

特
に
私
は
近
畿
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
属
し
て
い
た
2
0
0
5
年
頃

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
乳
房
再
建

を
専
門
に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

5
0
0
人
以
上
の
患
者
様
の
乳
房
再

建
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

乳
が
ん
で
乳
房
を
失
う
と
い
う
こ
と

は
、
患
者
様
に
か
な
り
の
喪
失
感
を

も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
、

ま
ず
は
乳
房
の
ふ
く
ら
み
を
つ
く
り
、

次
に
乳
頭
を
つ
く
り
、
最
後
に
乳
輪

を
つ
く
り
ま
す
。
最
近
あ
る
患
者
様

が
、「
先
生
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
、
だ

ん
だ
ん
胸
が
出
来
て
い
く
の
で
通
う
の

が
楽
し
い
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
り
、
医
師
と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

病
院
へ
通
う
と
い
う
こ
と
は
、
決
し

て
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
当
院
に
来
ら
れ
る
患

者
様
に
は
な
る
べ
く
笑
顔
で
い
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
私
は
診
察
中
に
冗
談

も
い
い
ま
す
し
、
気
軽
に
受
診
し
て
も

ら
え
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
を
決
め
る
と

き
は
丁
寧
に
ご
説
明
し
、
患
者
様
が
一

番
望
む
方
法
を
選
択
す
る
よ
う
、
入

院
が
必
要
な
場
合
は
な
る
べ
く
短
く

な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

私
生
活
で
は
、
お
笑
い
番
組
を
見

る
こ
と
と
、
読
書
や
映
画
が
好
き
で

す
。
本
は
サ
ス
ペ
ン
ス
や
ミ
ス
テ
リ
ー
が

好
き
で
、
本
屋
さ
ん
で
面
白
そ
う
な

本
を
物
色
し
、
常
に
未
読
の
本
を
数

十
冊
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
映
画
も

サ
ス
ペ
ン
ス
の
巨
匠
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ヒ
ッ

チ
コ
ッ
ク
監
督
を
崇
拝
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
は
妻
の
影
響
で
韓
国
の
時

代
劇
ド
ラ
マ
を
よ
く
見
ま
す
。

乳
が
ん
で
失
わ
れ
た
乳
房
の
再
建
を
専
門
と
し
て
い
ま
す

読
書
と
映
画
と
お
笑
い
が
好
き
で
す

患
者
様
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に

形
成
外
科
の
幅
広
い

診
療
内
容
と
専
門
分
野

❶食後はきちんと歯を磨きましょう。
　歯ブラシだけでなく歯間ブラシやデンタルフ
ロスも使って、歯と歯の間の汚れなども取り除
くことが大切です。
　また、舌の表面には多くの雑菌が付着してい
て、口臭の原因にもなります。専用の舌ブラシ
や舌クリーナーなどでケアしましょう。ただし、
磨きすぎると舌を傷つけてしまうので注意してく
ださい。頻度は１日に１回でじゅうぶんです。

❷うがいを習慣づけましょう。
　上を向いて「ガラガラ」と喉の奥を洗い、口
を閉じて「ブクブク」と口の中を洗い流しましょ
う。口腔ケアだけでなく、風邪やインフルエンザ、
肺炎などの予防にもつながります。
　高齢者の方などは、誤って水が気管に入っ
てしまわないよう注意してください。

❸プロによる口腔ケア受けましょう。
　身体の定期健診と同じように、虫歯でなくて
も歯科や口腔外科など
で定期的に口腔ケアを
受けることをお勧めしま
す。歯科医院で口腔が
んが見つかることもあり
ます。

▲色々な舌ブラシや
　口腔ケアグッズ
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私
は
、
入
職
時
か
ら
集
中
治
療
を
受
け

る
患
者
様
と
関
わ
る
部
署
に
配
属
さ
れ
、

現
在
は
集
中
治
療
室
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
よ
り
集
中
治
療
を
受

け
る
患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
と
関
わ
る
中

で
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
一

方
、
私
の
関
わ
り
方
は
本
当
に
こ
れ
で
良

か
っ
た
の
か
、
患
者
様
や
ご
家
族
の
苦
痛

や
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
か

と
、
悩
み
葛
藤
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。I

C
U
（
集
中
治
療
室
）
に
入
室
す

る
患
者
様
の
多
く
は
生
命
の
危
機
状
態
に

あ
り
、
身
体
的
な
苦
痛
だ
け
で
な
く
、
精

神
的
・
社
会
的
な
苦
痛
も
伴
い
ま
す
。
ま

た
、
患
者
様
だ
け
で
な
く
ご
家
族
も
同
様

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
痛
を
伴
い
ま
す
。
そ

し
て
、
生
命
の
危
機
状
態
か
ら
抜
け
出
せ

た
と
し
て
も
、
患
者
様
と
ご
家
族
に
は
今

後
の
生
活
に
対
す
る
不
安
が
残
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
苦
痛
や
不
安
を
少
し
で
も
取

り
除
く
た
め
に
は
、
た
だ
笑
顔
で
声
を
掛

け
る
だ
け
で
な
く
、
患
者
様
が
抱
え
る
問

題
点
や
そ
の
優
先
度
を
判
断
し
、
必
要
な

看
護
は
何
か
を
考
え
ら
れ
る
知
識
と
、
そ

れ
を
実
践
で
き
る
技
術
が
必
要
と
思
い
、

私
は
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
役
割
は
、
生

命
の
危
機
状
態
に
あ
る
患
者
様
の
病
態
の

変
化
を
予
測
し
、
重
症
化
の
回
避
を
援

助
す
る
こ
と
、
患
者
様
に
応
じ
た
目
標
設

定
を
行
い
、
生
活
者
の
視
点
を
持
っ
て
早

期
回
復
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
日
々
の

看
護
ケ
ア
に
力
を
注
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

患
者
様
が
生
命
の
危
機
か
ら
脱
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
、
元
の
生
活
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
を
考
え
、
先
を
見
据
え
た
看
護
を

チ
ー
ム
で
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
突
然
の
出
来
事
に
対
し

て
状
況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
と
て
も
難

し
い
こ
と
、
患
者
様
と
ご
家
族
が
危
機
的

状
況
に
あ
る
中
で
意
思
決
定
す
る
こ
と
の

大
変
さ
や
負
担
を
理
解
し
、
よ
り
良
い
看

護
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Nurse Faceナース・フェイス

私の看護、私の思い

集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

仲村  美 佐
清恵会病院 3B病棟 集中ケア認定看護師
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清恵会の仕事見せます

医療事務の仕事についてvol.17

　医療事務という職種をご存じの方は多
いと思いますが、医療事務の仕事内容は、
一般事務とは少し異なります。
　今回は医療事務の主な業務である①受
付　②計算・会計　③診療報酬請求につ
いてご紹介します。

　医療事務には「診療報酬請求事務能力認定資格」

「医療情報実務能力検定試験」「医療事務管理士認

定試験」など、さまざまな資格があります。仕事を

こなすには専門的な医療知識や医療保険制度の法

的ルール、仕組みについての知識が必要です。

　私たちは、診療報酬制度を正しく理解し、適正

な請求を行うことを責務として、日々業務に取り組

んでいます。

　初診の方の登録、保険証

を確認し、診察室へ案内し

ます。これが主な「受付業務」

です。単純なようですが重

要な仕事です。

受付1
　保険証をお持ちの患者様は窓口で自己負担割合（1割

～3割）のみを支払います。残りの分は審査支払機関（国

民健康保険団体連合会・社会保険診療報酬支払基金）

へ請求します。その際に作成する明細書をレセプトと

いいます。レセプトは一人の患者様に対して暦月ごとに

外来と入院を分けて作成し、ひと月ごとに取りまとめて、

診察した翌月の10日までに審査支払機関へ提出します。

これが「診療報酬請求業務」で、医療事務の中心となる

業務です。

診療報酬請求3

　診察が終わりますと、診療内容を確認して治療費の

計算、会計を行います。

　保険診療の場合、医療費は国が定めた診療報酬制度

によって決められています。診療を行った全ての診療内

容に対し、診療報酬の細かな基準により計算します。

計算・会計2



生命をまもる　医療をつなぐ
いのち

清恵会病院と共に地域の医療を支え合う
医院・クリニックをご紹介します。地域医療ネットワーク

910

専
門
分
野
は
麻
酔
科
で
す
。
麻
酔

科
に
は
手
術
の
麻
酔
、
救
急
医
療
、

ペ
イ
ン
ク
リ
ニッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ペ
イ

ン
ク
リ
ニッ
ク
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ペ
イ
ン
と
は
英
語
で
痛
み
で

す
。
で
す
か
ら
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、

痛
み
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
人
間

に
と
っ
て
一
番
の
苦
痛
で
も
あ
る
痛
み

を
少
し
で
も
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、
そ
う
い
う
思
い
で
日
々
診
療

し
て
い
ま
す
。

人
間
（
生
命
）は
恒
常
性
を
保
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
病
気
に
な
り
ま
す
。
現
代
の

医
学
は
病
気
を
治
す
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
い
ま
す
が
、
私
は
、
ま
ず
は
バ

ラ
ン
ス
を
元
に
戻
す
と
い
う
観
点
か
ら

診
療
し
ま
す
。
特
に
初
診
の
患
者
さ

ん
に
は
十
分
な
時
間
を
か
け
て
問
診

し
、
痛
み
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
ど
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
い

る
の
か
、
な
ど
を
考
え
な
が
ら
診
察

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
で
も
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
治
療
の
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
私
も
心
掛

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
防
医
学
も
今
後
さ
ら
に

重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

院
で
最
近
取
り
組
み
始
め
た
キ
レ
ー

シ
ョ
ン
療
法
も
そ
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に

は
温
泉
医
療
の
分
野
の
開
拓
も
考
え

て
い
ま
す
。

各
種
画
像
診
断
の
予
約
、
専
門
的

な
診
察
の
依
頼
、
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
な
ど
、
い
つ
も
快
く
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

整
形
外
科
や
血
管
外
科
を
は
じ
め
各

科
の
先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
患
者
さ
ん
方
も
と

て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
も

よ
り
良
い
病
診
連
携
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

痛
み
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク

診
療
の
特
色

医療法人あや菜会  大浜クリニック

清
恵
会
病
院
と
の
か
か
わ
り

堺市堺区大浜南町2-2-16
☎072-223-0610

●診療科目／麻酔科（ペインクリニック）、内科、整形外科、
 リハビリテーション科
●診療時間／9：00～12：00、17：00～19：00
●休 診 日／水曜・木曜・土曜の午後、日曜、祝日
●開 院 年／2004年
●ホームページ／http://www.myclinic.ne.jp/oohama

清恵会病院  歯科口腔外科  歯科衛生士

坪井・庄司・杉本 （左から）

こころ ・ カラダ ・ 暮らし

～そのおくち、誤嚥性肺炎予防できていますか？～
口腔ケアで誤嚥性肺炎を予防

 ご えん せい はい えん

　私たち歯科衛生士は、口腔内細菌による誤嚥性肺炎のリスクを少しでも減らすため、入院中の患者様のお口をケアしています。

　お口の健康は全身の健康とつながっています。細菌は上
顎や舌の表面にも潜んでいます。歯磨きはもちろん、舌磨き、
うがいで粘膜の清掃、入れ歯の清掃、お口の乾燥には保湿
ジェルを塗布。夜寝る時は入れ歯を必ず外してください。口
腔ケアで誤嚥性肺炎を予防しましょう。

　当てはまる数が増えるほど誤嚥性肺炎のリスクが高くなります。
　誤嚥性肺炎は、肺の中に細菌が入って増殖することで起こりま
すので、「誤嚥=誤嚥性肺炎」ではなく、誤嚥をしても細菌が肺に
入らなければ誤嚥性肺炎にかかるリスクは低くなります。
　口腔ケアをしっかり行ってお口の中を清潔に保ち、細菌の数を
減らすことが重要です。

□ 日々の歯磨きが行き届かず、お口の中が汚れている。 
□ 汚れた入れ歯を付けたままにしている。

□ 入れ歯を付けたまま寝ている。

□ 唾液の分泌量が減り、口が乾いている。
 （乾燥により、細菌が増殖しやすい環境が
 できてしまいます。）

□ 長期間、口から食べ物を食べていない。
 （お口を動かすことで働く自浄作用が
 働かなくなります。）

院長の池井康人先生（左から3人目、日本麻酔
学会専門医・日本抗加齢医学会専門医）と
スタッフの皆さん

●誤嚥性肺炎のリスクチェック●

リハビリテーション室

皆様に信頼される「健康パートナー」を目指して

お口の中が汚れていると誤嚥性肺炎のリスクが高まることをご存じですか？
飲食物や唾液などが誤って気管に入ってしまうことを誤嚥といいますが、誤嚥

にはムセることで異物を気管から吐き出す「顕性誤嚥」と、ムセのみられない「不
顕性誤嚥」があります。
不顕性誤嚥は睡眠時に起こることが多く、お口の中が汚れていると細菌がお
口の中で増殖し、細菌を含んだ唾液が無意識に気管に入ってしまうことで誤嚥
性肺炎を引き起こします。

 けん せい ご えん

 けん せい ご えん

 ふ

入れ歯の
清掃

お口の
保湿

歯磨き
舌磨き
うがい

入れ歯は
外して
就寝
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清恵会三宝病院 こんにちは清恵会グループですこんにちは清恵会グループです 清恵会第二医療専門学院

清
恵
会
三
宝
病
院
介
護
事
業
部

が
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

当
院
介
護
事
業
部
で
は
、
地
域
サ

ロ
ン「
ふ
ら
っ
と
三
宝
」で
第
2
・
第

４
火
曜
日
に「
三
宝
体
操
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
考

案
し
た
体
操
で
、
転
倒
防
止
を
目

的
に
、
棒
を
使
っ
て
み
ん
な
で
楽
し

く
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
体
操
を
通

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
体
力
向
上
や

健
康
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、
個
々
の

精
神
面
や
身
体
面
の
状
態
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
診
察
が
必

要
な
方
に
は
受
診
を
お
勧
め
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
私
た
ち
は
地
域
の
架
け

橋
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

シリーズ
31

清
恵
会
三
宝
病
院  

介
護
事
業
部

作
業
療
法
士

東

 
 

美

早

保

国家試験に向けた取り組み
清恵会第二医療専門学院  理学療法士科

「使える知識の習得」
理学療法士科の国家試験に向けた学習は、3年生の4月から始まります。
勉強方法は一斉授業ではなく、グループ内で学生が順に教師役となり、
班員に教えます。聞いて理解することと、説明できるまで理解することは
違います。いかに分かりやすく説明できるまで理解するか、そこがポイ
ントであり、それが「使える知識の習得」につながると考えています。

「問題を解く力・判断力の習得」

理学療法士科39期生は、2月25日の国家試験で受験生全員が合格しました。（合格率100％）

「国家試験の合格率」
3年間、ともに苦しみ、ともに励まし合い、
そして長期にわたる国家試験対策を通して、学
生たちの間には強い絆が生まれます。クラスが
1つにまとまり『全員で合格するんだ！』という
強い気持ちが、毎年の高い合格率につながる
と考えています。

4・5月、11・12月はグループ学習

三宝体操は、日常生活で特に気にしないで座る姿勢や、
運動時の呼吸法を交えながら体操します。終了時は皆さん
汗ばんでいます。

皆さんが相談や質問をしやすい雰囲気を心掛けています。
12・1・2月はテスト形式

「
ふ
ら
っ
と
三
宝
」と
は
、
三
宝

校
区
に
あ
る
堺
第
一
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
、
地
域
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
地
域
サ

ロ
ン
で
、
地
域
住
民
の
方
に「
ふ

ら
っ
と
」立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
こ
も
っ
た
集
い
の
場
で

す
。

▲「
ふ
ら
っ
と
三
宝
」の
入
り
口
で
す
。

文
化
住
宅
を
改
修
し
て
い
て
、
中
は

昭
和
の
時
代
を
伝
承
す
る
た
め
の

小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

懐
か
し
い
物
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

全範囲の学習を終えると、100問の問題を制限時間内で解くトレーニン
グを行います。重要なのは、①問題文を読んで問われている内容をイ
メージすること、②その内容に必要な知識を引き出すこと、であり、いく
ら暗記できてもこの２つの力がなければ合格できません。これらの力を養
えるよう、さまざまな取り組みを行います。

60

80

70

（%）
100

90

28 29年度27262524232221201918

合格率の推移

当学院

全国



清恵会トピックス&インフォメーション病院送迎バス  新金岡ルートを新設しました
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シ
ル
バ
ー
カ
ー
、
福
祉
用
具
の
開
発
・
製
造
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
幸
和
製
作
所
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
清
恵
会
三
宝
病
院
の
介
護
事
業
部
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
で
訪
問
し
、
営
業
企

画
に
携
わ
る
社
員
の
方
か
ら
福
祉
用
具
の
話
を
伺

い
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

患
者
様
が
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え
、
自
宅
に
帰
っ
て
生

活
範
囲
を
広
げ
て
い
く
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
様

に
歩
行
器
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
提
案
し
、
練
習
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
訪
問

で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
よ

り
詳
し
く
福

祉
用
具
の
説
明

や
選
定
の
提
案

が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
月
1
日
・
2
日
、
堺
市
立
殿
馬
場
（
と
の

ば
ば
）
中
学
校
と
堺
市
立
三
国
丘
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
合
計
6
人
が
清
恵
会
病
院
で
職
場
体
験

を
し
ま
し
た
。
看
護
部
や
薬
剤
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
仕
事
を
見
学
・
体
験
し
た
ほ
か
、

Topics
福
祉
用
具

開
発
・
製
造
企
業
で
勉
強
会

Topics
中
学
生
が
清
恵
会
病
院
で

職
場
体
験

Topics
平
成
29
年
度

合
同
卒
業
式
・
合
同
祝
賀
会

歯
科
口
腔
外
科
で
は
模
型
を
使
っ
て
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

し
た
り
、
臨
床
工
学
科
で
は
血
管
造
影
撮
影
室
や
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
巡
り
、
医
療
機
器
を
見
学
し
ま
し
た
。

お
礼
の
お
手
紙
に
は
、
仕
事
の
責
任
の
重
さ
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

臨
床
工
学
技
士
の
仕
事
は
初
め
て
知
っ
た
と
の
こ
と
で
、

「
心
に
残
っ
た
」
と
感
想
を
く
れ
ま
し
た
。

3
月
1
日
、
平
成
29
年
度 

第
41
回
清
恵
会
医
療
専
門

学
院
・
第
39
回
清
恵
会
第
二

医
療
専
門
学
院 
合
同
卒
業

式
・
祝
賀
会
を
ス
イ
ス
ホ
テ

ル
南
海
大
阪
に
て
挙
行
い
た

し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

看
護
師
・
准
看
護
師
・
理

学
療
法
士
・
診
療
放
射
線

技
師
と
し
て
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

実際に使わせていただきました。

土曜は、それぞれ○印が最終。午後は運休。

土曜は、午前の運行のみ。　※4月より「マンション前」には停車いたしません。

•送迎車両はリフト付ではなく、また走行中の安全確
保も行えないため、車椅子でのご利用はお断りさ
せていただいています。

•送迎バス・送迎車は、診察等で病院にお越しの方
専用です。

•発着時刻は道路状況等により、遅れる場合があり
ます。

ご了承お願いいたします。

※ロータリーの混雑状況により、停車場所を変更
することがございます。

南海線
七道駅

南海線
堺駅

高野線
堺東駅
JR/高野線
三国ヶ丘駅

地下鉄御堂筋線
新金岡駅

清恵会
三宝病院

清恵会
病院

運行ルート

新金岡駅のりば 新設!

ご利用案内（全路線共通）

●運行日 月曜～金曜・土曜の午前中
●運休日 土曜の午後・日曜・祝日
 年末年始（12月30日～ 1月3日）

送迎バス
乗降場所

フレスポしんかな
（旧しんかなシティ）

りそな銀行 イオン

公園

ロータリー

地下鉄御堂筋線
新金岡駅
②出口

 8：30

 9：20

 10：40

 13：00

 14：20

 15：40

七道駅 発

午
前

午
後

 8：40

 9：30

 10：50

 13：10

 14：30

 15：50

清恵会三宝病院 発

 8：50

 9：40

 11：00

 13：20

 14：40

 16：00

堺駅 発

 9：00

 9：50

 11：10

 13：30

 14：50

 16：10

清恵会病院

 10：00

 11：20

 13：40

 16：20

清恵会病院 発

午
前

午
後

 10：10

 11：30

 13：50

 16：30

堺駅 発

 10：25

 11：45

 14：05

 16：45

清恵会三宝病院 発

 10：35

 11：55

 14：15

 16：55

七道駅

七道駅 ― 清恵会三宝病院 ― 堺駅 ― 清恵会病院

●七道駅のりば（西側ロータリー）　　●堺駅のりば（東側ロータリー）
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時
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新金岡駅 発 清恵会病院 発

清恵会病院
（三国ヶ丘駅経由）―新金岡駅

●新金岡駅のりば
　（②出口ロータリー）左図参照
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堺東駅 発

―堺東駅

清恵会病院 発

清恵会病院

●堺東駅のりば
　（駅前ロータリー）
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時

8
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17

三国ヶ丘駅 発 清恵会病院 発

清恵会病院―三国ヶ丘駅

●三国ヶ丘駅のりば
　（北側ロータリー）

2018年4月より病院無料送迎バスのルートを新設し、新金岡に乗降場所を設けました。
これに伴いこれまでのルートは一部運行時刻が変更になります。新しい送迎バス運行にご理解とご協力をお願いいたします。

後日届けてくれた、お礼と感想が
つづられた手紙と体験がまとめら
れたポスター。
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清恵会グループのご紹介

清恵会

http://seikeikai.or.jp/

「子育てママの笑顔のために」清恵会病院は子育てを応援しています

清恵会病院は小児科、産婦人科、救急医療センター、堺清恵会LDセンター（学習障害
支援）、清恵会病児保育室めぐみ（堺市委託事業）を併設しています。「子育てママの笑
顔のために」を標語に、妊娠期から子育て期まで、医療の面から母子の健康をサポートし
ます。堺市の事業「さかい子育て応援団」にも登録しています。

さかい子育て応援団事業は、堺市が地域社会全体で子育てを応援する機運を醸成することを目的とした
事業です。（登録数420団体　平成29年12月1日時点）

清恵会三宝病院

072-226-8131（代）

複合型慢性期機能病院

〒590-0903
堺市堺区松屋町1丁4番地の1

清恵会医療専門学院

072-259-3901

看護師・准看護師養成校

〒591-8031
堺市北区百舌鳥梅北町2丁83番地

清恵会第二医療専門学院

072-222-6226

理学療法士・
診療放射線技師養成校

〒590-0026
堺市堺区向陵西町4丁5番9号

〒590-0903
堺市堺区松屋町1丁4番地の1

きらきら訪問リハ三宝

072-225-0066

訪問リハビリテーション

さんさんデイケア三宝 通所リハビリテーション

清恵会三宝病院
介護事業部

清恵会病院の初診時の保険外併用療養費について
救急搬送の方および公費負担医療対象の方（子ども医療証をお持ちの方など）は負担はございません。

072-223-8199（代）

清恵会病院 急性期機能病院

〒590-0064
堺市堺区南安井町1丁1番1号

法人本部

清恵会訪問看護ステーション

072-232-6074

訪問看護・
訪問リハビリテーション

〒590-0065
堺市堺区永代町2丁3番9号

清恵会向陵クリニック

072-257-3131

人工透析外来

〒590-0024
堺市堺区向陵中町6丁2番11号
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